ＴＯ主任マニュアル
ＴＯ主任としての心構え
ＴＯ主任はミスが起きたときに迅速にかつ的確に対応することが求められます。ミスを未然に防ぐ、
「ベンチや観客からのクレームからＴＯ生徒を守る」そして、スムーズなゲームの進行に貢献できるよ
う、ＴＯ生徒は「ミスなくできて当たり前」という厳しい立場に置かれているということを理解して、
ＴＯ主任も熱心にかつ、真剣に臨んでください。
　まずは、先生方がＴＯマニュアルを熟読され、ＴＯ業務を理解しておいてください。
ＴＯ主任業務
１　会場に来たら
(1)　ＴＯ控え室、打合せ場所などを確認する。
(2)　ＴＯテーブルの器具の配置やスイッチ類の操作方法を確認する。
　　（赤旗、プログラム、ストップウォッチも置いておく）
(3)　試合の割り当てと業務の分担を確認する。
２　前試合の裏で
(1)　スコアシートの印刷内容（試合名、対戦チーム、ゲームナンバー、会場名、選手名、CAPなど）を
プログラムで確認する。
(2)　エントリー変更がないか再確認する。 
(3)　ＴＯクルーと打合せを行う。ＴＯ器具の操作方法、ミスを防止するための連携活動、 
ミス発生時の迅速な対応や修正・処置方法を確認する。
(4)　スコアシートをスコアラーに渡す。 
　 　 ※４枚複写のスコアシートの場合は、筆圧を高くすること、修正の仕方について説明しておく。
３　前試合終了後
(1) 速やかに前試合のＴＯクルーと交代し、ＴＯ器具の点検・操作確認をする。
得点表示器のチーム名（濃淡）表示を確認する。
(2)　担当試合の開始時間を確認し、それまでの時間を表示・計時するようタイマーに指示する
    （１０分を切っているときは１０分前より計時し、
試合開始時間が１０分以上あるときは、予定開始時間にそろえる）。
(3)　試合開始５分前までに、コーチにスタートメンバー、キャプテンを記入してもらい、サインを受ける。（30年度より変更）
     （各チームのコーチに選手名、コーチ名、Ａ.コーチ名の確認を取り、スターター№、キャプテンをP-inに「×」「（ＣＡＰ）」及びサインを記入してもらう）
(4)　タイマーに３分前と１分３０秒前のブザーを鳴らさせる
（ショットクロックオペレータとカウントダウンをさせる）。
(5)　試合開始時にスタートメンバーの背番号を
Ａ.スコアラーが読み上げて、スコアラーがP-inの「×」を○印で囲みながら
     確認して、「ＯＫサイン」で審判に伝えさせる。
(6) 試合開始時刻をスコアラーに伝え、スコア用紙に記入させる（２４ｈ制で５分刻みで）
４　試合中《とにかく生徒に対して、こまめに声をかける》
    →確認するが、見守る姿勢で臨む。むやみに話しかけない。
　(1)　スコアラーに対して
　　①　スコアシートの記入が正しくできているか確認する。
　　　・得点が正しく記入されているか(Ａ・Ｂ欄に正しく入力できているか、
２Ｐか３Ｐか、３Ｐなら番号を○で 囲んでいるか確認する)。
　例えば：「青（Ｂ）３ポイント１５点目４番、○対○」と
　　　　　Ａ．スコアラーが言えているか。スコアラーは返事をして正しく書けているか。
※生徒に話しかけるタイミングを図ること。後ろを振り向かさずに確認すること。
　　　・ファウルの記入が正しくできているか（ディフェンス・オフェンスどちらのファウルか、
　　　　ＡかＢどちらのチームか、ＰかＰ１かＰ２かＰ３か、Ｕ２かＴ２かＢ２かＣ２か、
チームファウル数は・・・）。
　　　・タイムアウトの記入が正しいか(経過時間を分単位で記入させる)。
　　　例えば：「赤タイムアウト　１回目　時間　８分－３分で５分」と書けているかの確認。
②　審判のコールに応えてＯＫサインを出しているか(ファールの確認ができた後にＯＫサインを
出して、スコアシートに記入させたり、タイムアウトや交代のブザーを鳴らさせる)。
　例えば：ツースローまで確認して、ＯＫサイン出せているかの確認。
③　ファールの数を声に出して伝えているか
(個人ファール２回目、チームファール３回目…２の３)。
④　 交代やタイム・アウトのブザーがタイミング良く鳴らせているか
(交代やタイムアウトの請求が遅くて認められない場合（基本、審判が選手にボールを渡し、ライブになった場合など）は、
ベンチやコーチへの対応をする「遅過ぎます。“Ｔoo　Late”」とＴＯ主任が対応する)。
　  ⑤　オルタネーティング・ポゼション・アローを操作しているか。
⑥　タイムアウトのときを利用して点数やチームファール数の確認をさせる。
　　　　（時計が止まっている時に声をかけて確認する。
例えば：「ファールの確認しましょう。Ａチームは何回、Ｂチームは何回。得点はどうですか。」
　(2)　Ａ.スコアラーに対して
①　個人ファール数をタイミング良く表示できているか(表示板は斜め上で横・前・横、前に示す。
　　　審判のコールに備えて、ファール数を確認させることで素早く表示させる)。
②　Ｂチームのチームファール数が正しく表示されているか。
４回目のときには赤い筒がタイミング良くかぶせられているか
(審判が選手にボールを手渡したとき)。
・フリースローなら１投目のボールを渡したとき
・スローインなら、プレーヤーに渡したとき
　  ③  得点があったとき、スコアラーにアナウンスできているか。
「白○番３ポイント○点目、○対○」など
④  ファールがあったとき、審判の合図を読み上げてスコアラーにアナウンスできているか。
「青○番Ｐ２ファール」
　　⑤　バスケットカウントワンスローの時は、ワンスローの結果をスコアラーに伝達できているか
⑥　Ｂチームのベンチの様子を常に見ているか(交代・タイムアウトの請求があったときは、
スコアラーやタイマーに「青交代が入りました」「青タイムアウトが入りました」
「青交代・タイムアウトが来そうです」など)。
(3)　タイマーについて
　  ①　１Ｑ・３Ｑ開始３分前と１分３０秒前、２Ｑ・４Ｑ・延長開始３０秒前に
ブザーを鳴らせているか。
　  ②　ゲームクロックを正しく止めて、手を素早く挙げているか。
(審判の笛と同時に、得点後のタイムアウトの時、
　　　　２４秒オーバータイムの時は審判の笛で、４Ｐ・延長残り２分を切ってからの得点後)

　  ③　ゲームクロックが正しく動かされているか。手を握って下ろしているか。
　　　　(スローイン、フリースローともコート内の選手に触れてから動かす)
　　④　電光表示器の得点入力がタイミング良くできているか(ゲームクロックが止まらないときは

　　　　得点が決まった直後に、バスケットボールカウントの時は審判の合図を受けてから入力する)
　  ⑤　タイムアウトのとき、審判のコールから計り始め、５０秒と６０秒にブザーを鳴らしているか。
　⑥　ショットクロックオペレータと協力して、コミュニケーションをとっているか。
　　　　(２４秒計の残り１０秒のカウントダウン、２４秒ルールの「継続」「リセット」
　　　　　「１４秒リセット」「ターンオーバーリセット」など
　      例えば：「（リングに）当たった」「継続です。あと１２秒」「リセットします」
「表示を消灯します」「（残り１２秒になったら）カウントダウン入ります」
⑦　４Ｑ、延長の残り２分を切ってから、バックコートからのスローインのチームがタイムアウト
を取った場合は、スローインラインから再開されるので、正しく処理されているか。
　  ⑧　Ａチームのベンチの様子を常に見ているか。(交代・タイムアウトの請求があったときは、
スコアラーやタイマーに「白・交代が入りました」「白・タイムアウトが入りました」
「白・交代・タイムアウトが来そうです」など)

(4)　ショットクロックオペレータについて
　①　２４秒計の計り始めは正しく行われているか。
　　・スローインはコート内の選手（どちらのチームの選手でも）に触れてたらスタートさせる。
・シュート・リバウンド後は選手が保持してからスタートさせる。
　・Ｏｆｆリバウンドの時は１４秒リセットでスタートさせる。
②　ルーズボールになったとき正しく処理されているか。
　・どちらのチームの保持がはっきりするまでは継続させる。
例えば：「まだ、まだ・・・。ハイ、青ボール」
　③　アウトオブバウンズ、ヘルドボールのとき正しく処理されているか。
　　・時計をまず止める。
　　・攻撃しているチームが変わらなければ「継続」、変われば「リセット」
　④　ファールのとき正しく処理されているか。
　　・時計をまず止める
　　・フリースローのときは「リセット」する。(審判のコールで)

　　・バックコートでのスローインのときは「リセット」する。
　　・フロントコートでのスローインのときは、１４秒を切っていれば「１４秒リセット」
１４秒以上ならば「継続」させる。
　⑤　タイマーと協力して、コミュニケーションをとっているか。
(ゲームクロック残り１０秒のカウントダウン、
２４秒ルールの「継続」「リセット」「１４秒リセット」「ターンオーバーリセット」
「(リングに)当たった」など)

      例えば：「（リングに）当たった」「継続です。あと１２秒」「リセットします」
「表示を消灯します」「（残り１２秒になったら）カウントダウン入ります」
⑥　４Ｑ、延長の残り２分を切ってから、バックコートからのスローインのチームがタイムアウトを
取った場合は、スローインラインから再開されるので、正しく処理されているか。
  ⑦　Ａチームのベンチの様子を常に見ているか。
(交代・タイムアウトの請求があったときは、スコアラーやタイマーに「白・交代が入りました」
「白・タイムアウトが入りました」「白・交代・タイムアウトが来そうです」など)

　⑧　各Ｑ残り24秒を切った時の表示の仕方が正しくできているかを確認し、声をかける。
　　（表示方法については追記及び別紙参照）
５　試合終了後
(1)　審判に、スコアシートは審判控え室に届けることを伝える。
(2)　スコアラーに定規を使用し、丁寧にスコアの処理をするように伝える。
　　（審判から記載ミスや記入漏れを指摘されないようにＴＯ主任が確認する）

　　サインの順番は　①Ａ・スコアラー②タイマー③ショットクロックオペレーター④スコアラーです
(3)　スコアラーとＴＯ主任とで審判控え室でサインをもらう。
(4)　スコアシート（４枚）すべてを本部（記録報道室）に持って行く。
(5)　ＴＯクルーに反省点や課題を伝達し、次回に備えさせる。
☆延長戦の場合
タイマーの業務：インターバル２分計測　　　　　　　３０秒前にブザー
　　　　　　　　３分間のゲーム　　　
４ピリ扱いで残り２分はシュートイン後、ゲームクロックを止める
スコアラーの業務：黒のボールペンで記入
　　　　　　　　　ランニングスコアの欄は、延長が１回ずつ終わる度に各ピリオドと同じ処理をする
タイムアウトは延長戦１回につき、１回のみ取れる
注）後半で使わなかったタイムアウトは二重線で消し、
延長戦に持ち越すことはできない
延長を何回繰り返しても同じ作業を繰り返す
決着がついた段階でゲーム終了と同じ処理をする
最終スコア記入欄は延長戦のランニングスコアを合計して、
「延長」の欄に記入する
【追記】
☆時限の終了間際のショットクロックの操作について

ＴＯマニュアルでは、「各ピリオド、各延長時限の終わり近くの１４秒未満で、もう２４秒ヴァイオレーションの成立する可能性がなくなったあとで、２４秒計の電源を切るのは、『ボールがデッドで、時計が止められているとき』である。」とあるが、電源を切ることができる状況になるまでの間は次のようにショットクロックを操作する。

	ＮＯ
	ケース
	操作

	１
	○競技時間が２４秒未満で、ディフェンス側の

チームがあらたにボールをコントロールした

とき、
	２４秒リセットし、２４秒を表示した

まま止めておく。

	
	そのチームがショットし、オフェンスリバウンド

をとったとき、

競技時間が１４秒以上あれば、
	　１４秒からスタートさせる

	
	競技時間が１４秒未満
	１４秒を表示したまま止めておく。

	２
	○競技時間が１４秒未満になり、ディフェンス側

のチームがリバウンドをとったとき、
	２４秒にリセットし、２４秒を表示した

まま止めておく。

	３
	○競技時間が１４秒未満になり、オフェンス側の

チームがリバウンドをとったとき、
	１４秒を表示したまま止めておく。


☆電光表示装置の故障などへの対応→改訂する可能性あり
　①タイマーが操作盤を押しても動かない場合
　手元のストップウォッチですぐさま計時するとともに、立ち上がる、手を振って知らせるなどの
対応をとる（※ブザーを鳴らして止めるべきではない）
　　　　　　　↓
　　気づいてくれたら、止まっていた時間を伝え、審判の指示に従う
　　（ゲームクロックを進めて開始するなど）　　
※逆に　　２秒流れてしまった。手元で電光表示装置のタイムを戻せない場合は、
手元のストップウォッチで２秒計測し、再スタートさせることで時間を調整する
　　１／１０表示になった以降も同様
　　その対応について、審判が両ベンチから了解を得る
　　※1ゲーム中に何回も同様のことが起こる場合は、審判の指示のもと予備の操作盤と差し替える。
または、電光表示装置をデジタイマーと差し替える。
　②タイマーが全く動かない場合や①の対応でも無理な場合
電光表示装置の後方に置いてある得点板と差し替え、ストップウォッチによって計時する。
☆チーム表示（チーム名）の準備もしておく
残分は以下に従って示す
	マニュアルＰ．２０６　　　　
電光表示でない場合、残りの競技時間は残り１分台までは１分区切りで、
それ以降は、残り５９秒から３０秒までを１／２、
残り２９秒から１５秒までを１／４、
残り１４秒以下を０で示す


※得点板は２台用意し、その位置を決めておく。
メインとなる得点板の横でタイマーが残分表示をめくることになる。
③２４秒表示装置の故障などがあった場合
　　手元のストップウォッチですぐさま計時するとともに、立ち上がる、手を振って知らせるなどの
対応をとる（※ブザーを鳴らして止めるべきではない）
審判に早く気がついてもらえるよう、ジェスチャーを送る
↓
★気づいてくれたら、止まっていた時間を伝え、審判の指示に従う　　　　　　
（ショットクロックを進めて開始するなど）　　
　　　※故障でないようでも、接触不良がある場合は、すぐに予備の操作盤と差し替える。２４秒表示装置自体が動かない場合は予備の表示装置に切り替える
　　★気づかないまま１４秒が経過したら、赤旗（または赤ランプ）を振り続ける。
さらに２４秒が経過してもリングに当たらない場合は、手動でブザーを鳴らす。
※ショットクロック表示装置は動くがブザーが鳴らないなどの場合は、手動のホーンに切り替える。
→ゲームクロックが停止した時点で審判に状況を説明し、器具庫に置いてある予備の表示装置
またはストップウォッチでの計測に切り替える。
	マニュアルＰ．２０６　　
電光表示装置の故障などがあったときでも、すぐに代わりのものを使えるように、赤色のランプや赤旗などを用意しておく。
これらを用いるときには、２４秒が残り１０秒になったときから、２４秒の制限が終わるまで表示し続けるものとする。
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